
1．成り立ちと目指すもの

ソフトウェアインタプライズモデリング（SWIM :
Software Interprise Modeling）研専は，2001 年から
「ITと経営の相乗的改革モデルの研究」を基本テーマと
して活動を行っている．インターネットを最大限に活用
し事業活動を営む企業や組織を Internet based enter-
prise（Interprise）と呼び，本研専では Interprise の価
値革新を ITで行うことを目標としている．

2．現在までの活動

現在の主要な研究テーマの一つ目は，ビジネスモデル
（BM）を基点とした経営情報システム（EIS）の実現で
ある．
BM を基点とすることにより，経営課題に密着した，

EIS の実現を目指す．これを図 1 に示す(1)．BM から
EIS のシームレスな実現のため BM，BA（ビジネス
アーキテクチャ）の各モデルの記述方式やモデル間の変
換方式などの検討に取り組んでいる．BAの記述方式に
ついては，オープングループ提唱の ArchiMate をベー
スとした方式を提案している(2)．また，モデル自身やモ
デル間の検証については，モデル検査ツール SPIN
（Simple Promela INterpreter）やカラーペトリネットを

利用した研究(3)を進めてきた．
二つ目は，SaaS（Software as a Service）やオープン

環境など EIS 実動の基盤の変化に伴うビジネスモデル
変化の研究である(4)．
三つ目は，革新的 EIS の実動方式の研究である．API

によるサービス連携の重要性については早い時期から提
唱をしてきた(5)．近年定着してきたクラウドコンピュー
ティングについては，2010 年時点で SWIM のプロジェ
クトを立ち上げその可能性を検証してきた(6)．
今後の課題としては，ビッグデータや CGM（Con-
sumer Generated Media）等による新しい価値に対する
モデルへの取組みが存在する．
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図 1 BM基点の EIS 実現ステップ


